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南半球中高緯度域の プラネ タリ
ー 波及 び総観規模擾乱の 3次元 構造に関する研究

　　　　　　　　　　　　　木下武也 （NICT ）・佐藤薫 （東大院理）

1． は じめに

　熱帯域の 対流活動が 、中高緯度域の オゾ ン 分布

に 影響 を与 え る こ とが 知 られ て い る 〔Hitchman

and 　Rogal　2010）。こ の 現象は 、
・熱帯域 の対流に伴 う 1．部対流圏の極 向きの 流れ
・角運動量の 極向き輸送 に伴 う亜熱帯ジ ェ ッ トの

強化
・中高緯度に お ける総観規模擾乱活動 の変調

とい っ た 10 〜 20 ロ ス ケール の応答に よるもの

と考え られ て い る。
一

方 で 、プ ラ ネタ リース ケー

Sato（2013a，
2013b）、Sato　et　aL （2013）に よ り導出

された波活動 とそれに伴 う物質輸送 を 3 次元に記

述 可能な方程式系 と解析手法 を用 い 、南半球中高

緯度域 の 準 停滞性 プ ラ ネ タ リ
ー波 と総 観規模擾

乱活動の 3次元構造に つ い て調べ た結果を報告す

る。続 い て トレーサの 輸送方程式を使用 し、それ

ぞれ の 擾乱に伴 うオ ゾ ン 輸送 に つ い て 議論す る 。
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2． 使用データの概要　・

　本研究で は ERA 　Interim 再解析デ
ー

タを使用

する。解析期間は 1989〜2009 年 の 8 月 と し、3

次元波活動度 fluxと残差流の 気候値を計算す る 。

本研究で 解析対象の 準停滞性プ ラネタ リ
ー

波は 、

東西波数 1〜3 の 30 日以上 の 周期 を持 つ 擾乱 と し 、

総観規模擾乱は 2〜10 日周 期の 擾乱 と した 。

3． 解析結果

　図 1 に 8 月 の 準停滞性プ ラネタ リ
ー波 の 3 次元

波活動度 fluxとその収束発散の 250hPa 水平断

面 （左）
， 南緯 60 （右）度に お け る経度高度断面 を

示す 。 250hPa の水平断面図 よ り、 プ ラネ タ リ
ー

波は、南緯 45 度付近の 南ア メ リカ大 陸とオ
ー

ス

トラ リア 付近で 発生 し、南南西向きに伝播 し、南

緯 60 度付近で上昇す る こ とがわか る。
一

方、経

度高度断面図か ら、300〜500hPa 付近 で 、それ よ

り下層か ら上向き に伝播する プ ラネタ リ
ー波 は、

ほ ぼ砕波す る様子が確認で きる。 以上 よ り 、 8A
の 南半球 成層圏に伝播す る準停 滞性プ ラネ タ リ

ー
波 の 励起源が 、南ア メ リカ大陸及 び オ

ー
ス トラ

リア の 可能 性が高 い こ とが示 唆され る 。

　続い て 、図 2 に総観規模擾乱 の 3 次元波活動度

且ux の 収束発散 とそ れ に 伴 う残差流 の 350hPa

水平断面を示す。こ れ よ り総観規模擾乱は、南緯

45〜60 度に お い て オース トラ リア ジ ェ ッ トの 南

東側で砕 波 し、そ の 領域で 南〜南東 向 きの 残 差流

が卓越する こ とがわ か る。また．60 度以南で も、

東西風 速が 大きい 領域 の 南側 で 南東向 き の 残 差

流が見 られ る。こ の 南〜南東 向き の 流 れ は 450 〜

200hPa で 確認で きた （図省略）。
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　 図 1 ；8 月 の 準停滞性 プラネ タ リ
ー波の 3 次元

　 波活 動度 flUX （矢印 ・等値線）と そ の 収束発散

　 （濃淡〉の 250hPa 水平断面 （左）、南緯 60 度

　 の 経度高度断面図 （右）。
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　 図 2 ： 8 月 350hPa に お ける総観規模擾乱 の 3
　 次元波活動度 fluxの 収束発散 （濃淡 ）及び 擾

　 乱が駆動する 3次元残差 流 （矢印）の 水平断面

　 図 。 等値線は、東西風速 。

4．まとめ と議論

　8 月 の 南半球中高緯度域 の 準停滞性プ ラネタ リ

ー波及び総観規模擾乱活動 の 3 次元構 造 を調 べ た

結果、成層圏に伝播す るプラネ タ リ
ー波は南ア メ

リカ及 び オ
ー

ス トラ リア の 上部対流圏が励起源

で あ る こ とが 示 唆 され 、総観規模優乱 は特に オ ー

ス トラ リア ジ ェ ッ トの 南東側で砕波 し、南向き の

物質輸送を駆動す る様子を確認 した 。 今後 は、プ

ラネ タリー波の 発 生 要因 の 特定及 び 、それ ぞれ の

擾乱が オ ゾ ン 分布 に与 える影響を詳細に解析す

る 予定で あ る 。
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